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広報

　7月21日（土）、玉川の名水を守る会（福田宏司会長）や
地域住民ら約150名が参加し、玉川の草刈りを行いました。
　同会は、玉川が環境省の「平成の名水百選」に選ばれたこ
とをきっかけに清流の環境を後世に残そうと発足した団体
で、町内の8団体が協力して玉川の環境保全活動を行ってい
ます。
　福田会長から「今年で5年目の取り組みですが、玉川にはた
くさんのホタルが戻ってきており、素晴らしい環境となって
います。この環境を次世代に残していきたいと思いますので
ご協力のほどよろしくお願いします。」と挨拶があった後、参
加者は事務局から作業に当たっての諸注意を受け、早速作業
に入りました。
　参加者は、奥玉川橋から奈良線の跨線橋の間で、草刈り機
などを駆使して人の背よりも育った草を刈るとともに、川底
に茂った葦を運び出す作業に汗を流していました。
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の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
進
呈

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
　
箱
３０

分
の
じ
ゃ
が
い
も
が
収
穫
さ
れ
ま

し
た
。

いでのまちかいでのまちかどど

ウオ
ッチン

グ

　
７
月
　
日
（
火
）、
役
場
で
任
期

１０

満
了
に
伴
い
６
月
に
改
選
さ
れ
た

農
業
委
員
会
の
初
会
合
が
行
わ

れ
、
会
長
に
奥
田
英
夫
さ
ん
、
会

長
職
務
代
理
に
西
島
登
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
６
月
の
選
挙
で
当
選

し
た
６
人
と
、
関
係
団
体
か
ら
推

薦
さ
れ
た
４
人
で
、
団
体
推
薦
の

委
員
に
汐
見
町
長
か
ら
任
命
通
知

書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
委
員
は
次
の
と
お

委員会の様子

農
業
委
員
会

改
選
後
の
初
会
合

　
６
月
　
日
（
火
）、
高
月
区
の
畑

２６

で
井
手
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
（
二
木
昭
男
会
長
）
の
じ
ゃ
が

い
も
掘
り
が
行
わ
れ
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
約
　
名
が
参
加
し

３０

ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
で
行
わ
れ
て
い
る
行

事
で
収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も
は
、

い
で
の
里
な
ど
の
町
内
の
福
祉
施

設
の
ほ
か
、
京
田
辺
市
や
城
陽
市

たくさんのじゃがいもが
収穫されました

　
７
月
４
日
（
水
）、
南
部
区
公
民

館
で
、
南
部
区
地
域
福
祉
推
進
員

（
粟
田
賢
代
表
）に
よ
る
ミ
ニ
サ
ロ

ン
が
行
わ
れ
、
約
　
名
が
参
加
し

５０

ま
し
た
。
ミ
ニ
サ
ロ
ン
は
、
高
齢

者
の
安
否
確
認
を
兼
ね
た
見
守
り

と
地
域
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
行
政
区
ご
と
に
地
域
福
祉
推

進
員
に
よ
り
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
部
区
で
は
、
年
４
回
行
っ
て

お
り
、
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

願
い
を
短
冊
に
し
て
七
夕
の
飾
り

付
け
を
行
い
、
昼
食
を
挟
ん
で
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ペ
タ
ン
ク
を
体

験
し
ま
し
た
。
ペ
タ
ン
ク
は
２
チ

ー
ム
に
分
か
れ
対
戦
形
式
で
行
わ

れ
、
一
投
ご
と
に
歓
声
が
起
こ
り

老
人
ク
ラ
ブ
じ
ゃ
が
い
も
収
穫

　
　
　
福
祉
施
設
へ
進
呈

花の苗を届ける古川さん（左）

町
内
施
設
に
花
を
　
　

　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
６
月
　
日
（
金
）、
役
場
で
第
２

２２

回
交
通
安
全
対
策
緊
急
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
綴

喜
交
通
安
全
協
会
、
区
長
会
、
青

少
年
を
育
て
る
会
、
小
中
学
校
関

係
者
、
育
友
会
、
子
ど
も
見
守
り

隊
な
ど
町
内
関
係
団
体
の
代
表

者
、
ま
た
、
町
行
政
、
町
議
会
、

山
城
広
域
振
興
局
、
山
城
北
土
木

事
務
所
、
田
辺
警
察
署
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
会
議
参
加
者
に
よ
り
行
わ
れ

た
、
府
道
・
多
賀
小
学
校
区
・
井

通
学
路
の
安
全
対
策

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
で

　
　
　
府
民
公
募
事
業
へ
応
募

手
小
学
校
区
の
通
学
路
の
現
地
調

査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
府
道
・
町

道
ご
と
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た

危
険
箇
所
の
対
策
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
横
断
歩
道
の
新
設
や
一
時
停
止

の
表
示
な
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
協
力
に
よ
り
府
の
府
民
公
募

事
業
に
応
募
し
、
ま
た
町
道
関
係

の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
年
度

内
の
実
施
の
方
針
が
決
定
し
ま
し

た
。
既
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
１
ヶ
所
、

注
意
看
板
２
ヶ
所
の
取
替
え
、
設

置
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

緊急会議の様子

南
部
区
ミ
ニ
サ
ロ
ン

　
６
月
　
日
（
火
）、
井
手
町
美
し

２６

い
町
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
森
田

正
弘
会
長
）
が
、
町
内
の
保
育
園

や
小
中
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
な

ど
　
ヵ
所
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

１８
サ
ル
ビ
ア
、
日
々
草
な
ど
の
花
の

苗
、
約
３
３
０
株
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
苗
は
同
協
議
会
副
会

長
の
古
川
好
男
さ
ん
が
育
て
ら
れ

た
も
の
で
、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
花
を
育
て
る
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
の

思
い
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
で
　
回
目
を
迎
え
ま
す
。

２５

　
古
川
さ
ん
は
、
今
年
は
天
候
不

順
で
、
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
も
の

が
多
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
受

け
取
っ
た
井
手
町
立
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
大
事
に
育

て
き
れ
い
に
咲
か
せ
ま
す
と
答
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

挨拶を述べる
汐見町長

り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
会
長
　

　
奥
田
英
夫

●
会
長
職
務
代
理

　
西
島
登

●
委
員

　
菱
本
嘉
政
　
寺
島
正
昭

　
福
島
正
文
　
奥
田
智
代
　
　
　

　
横
田
俊
夫
　
飯
田
龍
夫
　

　
中
坊
陽
　
　
辻
井
一
彦
　
　

挨拶を述べる
奥田会長
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７
月
６
日
（
金
）、
彫
刻
家
の
木

代
喜
司
さ
ん
か
ら
美
術
品
が
寄
贈

さ
れ
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
彫
刻
家
で
寄
贈
者
の
木
代
喜
司

さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
京
都
学
芸

３８

大
学
（
現
在
の
京
都
教
育
大
学
）

の
美
術
工
芸
専
攻
科
を
修
了
後
、

２
度
の
日
展
特
選
を
は
じ
め
と
し

て
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、
日
展

の
審
査
員
や
夏
の
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
の
大
会
メ
ダ
ル
制
作

な
ど
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
日
展
評
議
員
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
代
さ
ん
か
ら
「
町
の
教
育
文

化
振
興
の
た
め
に
」
と
申
し
入
れ

が
あ
り
作
品
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
寄
贈
さ
れ

た
の
は
、
平
成
　
年
の
第
　
回
日

１１

３１

展
に
出
展
さ
れ
た
「
小
さ
き
鳥
」 ペタンクを楽しむ参加者の皆さん

除幕式の様子

彫
刻
家
 木
代
喜
司
さ
ん
  

が
作
品
を
寄
贈
　

昔懐かしい曲が演奏されました

と
い
う
作
品
で
す
。
山
吹
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
一
般
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
推
進
員
手
作
り
の
ポ
ン
菓
子

が
お
土
産
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

泉
ヶ
丘
中
学
校

ま
ち
づ
く
り
教
育

　
７
月
　
日
（
火
）、
泉
ヶ
丘
中
学

１７

校
の
２
年
生
　
名
が
非
行
防
止
教

６９

室
を
、
３
年
生
　
名
が
薬
物
乱
用

５３

防
止
教
室
を
受
講
し
、
両
学
年
が

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
講
話

を
受
講
し
ま
し
た
。

　
規
範
意
識
を
高
め
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
の
知
識
を
学
習

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
者

が
、
犯
罪
予
防
活
動
や
立
ち
直
り

支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
学

び
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
促
す「
ま
ち
づ
く
り
教
育
」

の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

非
行
防
止
教
室
と
薬
物
乱
用
防
止

教
室
は
、
田
辺
警
察
署
の
大
﨏
崇

宣
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
講

話
は
、
保
護
司
の
仁
木
鐵
茨
さ
ん

と
平
間
百
彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
行
わ
れ
、
犯
罪
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

立ち直り支援の重要さと
大変さが伝えられました

井
手
玉
川
大
学
開
講
式
・
    

第
１
回
講
座

　
７
月
　
日
（
金
）、
自
然
休
養
村

１３

管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
井
手
玉
川
大

学
開
講
式
と
第
１
回
講
座
が
開
催

さ
れ
、
１
５
１
名
の
受
講
生
が
参

加
し
ま
し
た
。（
本
年
度
受
講
生
は

１
９
４
名
）

　
開
講
式
で
は
、「
受
講
生
の
方
々

に
は
、
目
標
を
も
っ
て
学
び
、
友

だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
欲
し
い
。」と

松
田
教
育
長
か
ら
の
挨
拶
の
あ

と
、
受
講
生
を
代
表
し
て
運
営
委

員
長
の
山
中
昇
さ
ん
か
ら
「
講
座

を
通
し
て
見
識
を
広
め
た
い
。」と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

　
第
１
回
講
座
は
、
井
手
町
在
住

の
窪
田
陽
子
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
と

丸
山
敦
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
「
フ

ル
ー
ト
の
し
ら
べ
」
～
な
つ
か
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
～
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
受
講
生
が
耳
慣
れ

た
曲
が
演
奏
さ
れ
、
受
講
生
は
口

ず
さ
ん
だ
り
声
を
出
し
て
歌
っ
た

り
す
る
な
ど
、
ほ
っ
こ
り
す
る
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
　
日
（
木
）、
自
然
休
養
村

１９

管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
綴
喜
地
区
実
施

委
員
会（
橋
本
宗
之
実
施
委
員
長
）

主
催
の
第
　
回
社
会
を
明
る
く
す

６２

る
運
動
綴
喜
地
区
研
修
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
犯
罪
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
々
の
更
正
へ
の
理
解
を
深

め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
に
昭
和
　
年
か
ら
毎
年

２６

７
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
関
係
者
約
１
９
０

名
が
出
席
し
、
罪
を
犯
し
た
人
の

更
正
と
就
労
支
援
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
ビ
デ
オ
「
心
の
家
路
」

が
上
映
さ
れ
た
後
、
子
育
て
・
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
西
実
さ
ん

が
「
人
間
っ
て
素
晴
ら
し
い
」
と

題
し
、
い
じ
め
に
よ
る
問
題
や
少

年
犯
罪
に
関
す
る
講
演
を
行
い
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
７
月
９
日
（
月
）、
役
場
で
人
権

擁
護
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
再
任
と
な
っ
た
寺
島
み
さ

尾
さ
ん
に
汐
見
町
長
か
ら
委
嘱
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護

委
員
は
、
社
会
的
弱
者
へ
の
き
め

細
か
な
支
援
活
動
や
社
会
啓
発
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

第
　
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　

６２
　

綴
喜
地
区
研
修
大
会

研修大会の様子

汐見町長から委嘱状が
伝達されました
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滑

 　6月22日（金）、京都府から市町村・地域自治功労者表彰を受賞
された宮本安さんが役場を訪れ汐見町長に受賞報告を行いました。
　宮本さんは平成4年に選挙管理委員会委員に就任し、平成12年か
ら選挙管理委員会委員長として円滑な選挙の管理執行に尽力され、
その功績が評価されました。また、宮本さんが代表を務められる井
堤保勝会も清掃活動や桜・山吹の植栽などの活動が評価され功労者
表彰を受賞しました。

滑
　6月26日（火）、泉ヶ丘中学校で地域力と防災をテーマに
した特別授業が行われ、全校生徒179名が受講しました。
　学校と地域をつなぐ「まちづくり教育」の一環で企画さ
れた授業で、総務課職員が防災関連の業務や取り組み、消
防団や自主防災組織の活動内容を紹介しました。

滑
　6月30日（土）、井手町老人クラブ連絡協議会（二木昭
男会長）により井手町立ディサービスセンターのボランテ
ィア清掃が行われ、約50名が参加しました。
　ボランティア清掃は、地域活動の一環で毎年この時期
に行われています。

　6月28日（木）、井手町老人クラブ連絡協議会（二木昭男会長）
の第29回ゲートボール大会が合藪ゲートボール場で開催され
ました。
　大会には約40名が参加し、日頃の練習の成果を発揮し優勝
を目指すとともに、参加者同士の親睦も深めました。
【大会結果】
優勝  玉水チーム　準優勝  石垣チーム　第３位  水無チーム

　7月5日（木）、井手小学校の3年生48名が、役場を見学し
ました。社会科の「私たちのまち」という授業の一環で行わ
れたもので児童は役場について知っていることや、井手町
の地図を見て気付いたことを話し合うなど事前学習を行っ
ていました。
　児童は、総務課職員から各課の業務内容の説明を受けな
がら庁舎や議会棟内を見学し、「役場では、何人の人が働い
ていますか。」などの質問をし、熱心に説明を聞いていまし
た。

滑

滑

　7月7日（土）、新四郎山グラウンドと自然休養村管理セン
ター調理室で、井手町子ども会育成協議会（脇田かおり会
長）主催、井手町青少年を育てる会（西田和正会長）協力に
より、フレンド交流会が開催され119名が参加しました。　
　はんごう炊さんとゲームは、ボーイスカウト、立命館宇治
高校生、子ども会育成協議会と青少年を育てる会の役員によ
り指導され、カレーづくりは子ども会の育成委員の指導で進
められました。
　子どもたちは慣れない手つきで頑張って取り組んでいまし
た。感想文にはおいしいカレーに満足し来年も参加したい、
という素直な気持ちがつづられていました。

滑
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　玉泉苑で節電対策の一環で、みどりのカー
テンとして育てているゴーヤー8株とカボチ
ャ2株が大きく育ち、植物ならではの涼しさを
提供しています。
　カボチャは、9月3日（月）に開催されるわ
くわく広場でパンプキンスープに調理される
予定です。

『「きこえ」で悩んでいる青年・壮年の集い』

　みなさん、会議や友達との会話で聞こえにくくありませんか？
自分が聞こえにくいことを、周りに言えずに悩んでいませんか？
　この度、きこえに悩んでいる方を対象とした講演と交流会を開
催します。対象者は、18歳～50歳までの方です。障がい者手帳
の有無は問いません。
　ご本人はもちろんのこと、ご家族・きこえに関心を持っている方
など、みなさんぜひご参加ください。

日時／9月16日（日）午後1時～4時
場所／山城地域活動支援センター（さんさん山城）
対象／18歳～50歳までのきこえに不自由を感じておられる方と
　　　そのご家族、聴覚障がい者福祉関係者、または関心のある方
内容／お茶を飲みながらテーマごとに楽しくお喋り・交流
参加費／無料
申込／8月31日（金）までに①氏名②住所③連絡先を記入し        
          お申し込みください。当日参加も大歓迎です。
申込先／〒610‐0332　京田辺市興戸小モ詰18
　　　　　 山城地域活動支援センター　　
                「きこえに悩んでいる青年・壮年の集い事務局」宛
　　　　　FAX：0774－65－4102  電話：0774－39－7113

税務署からのお知らせ
平成２６年１月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

　所得税の白色申告者のうち、前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産所得または山林所得の合計額が３００万円
を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、平成２６年１月からは、これらの所得を生ずべき業務を行
うすべての方（申告の必要のない方を含みます。）についても同様に必要となります。

◎対象となる方

　事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う全ての方。
　※所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。 
◎記帳する内容

　売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を記載します。
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく、日々の合計金額のみをまとめて記載するなど、簡易な方法で
記載してもよいことになっています。
◎帳簿等の保存

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書などの書類
を保存する必要があります。

【帳簿・書類の保存期間】

育っています
みどりのカーテン　

保存期間保　存　が　必　要　な　も　の

７年収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）
帳簿

５年業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）

５年
決算に関して作成した棚卸表、その他の書類

書類 業務に関して作成し、または受領した請求書、納品書、
送り状、領収書などの書類

　
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）に掲載されてお
りますので、ご覧ください。
※お問い合わせは、宇治税務署（℡０７７４－４４－４１４１）まで
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土金木水火月日
18171615141312

よちよちちゃん広場
「水あそび」

（午前10時～正午）

玉ねぎの皮で絞り染め
【予約制】

（午前10時半～正午）

玉ねぎの皮で絞り染め
【予約制】

（午前10時半～正午）
25242322212019

とことこちゃん広場
「水あそび」

（午前10時～正午）

キッズケア
【予約制】

（午前１０時半～正午）
＊hughug＊

（ベビーマッサージ）

9/1313029282726
玉川保育園見学会
【予約制】

（午前１０時～１０時45分）

おでかけ広場
（午前１０時～正午、
西部公民館）

8765432
前向き子育てプログラム
【予約制・対象 ２歳児以上】
（午前9時半～１１時半）

＊hughug＊
（ベビーマッサージ）

1514131211109
試着サロン
【予約制】

（午前１０時～正午）
子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　　　　　　代表：原田  （携帯電話　０８０－１４４９－１１０４）
カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間  （携帯電話　０９０－５３６７－０３９７）
竹の子ひろば：毎週木曜日　午前１０時半～正午【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間　（携帯電話　０９０－５６６６－０７０１）
＊hughug＊（ベビーマッサージサークル）午前１０時半～正午【0歳～1歳位の親子】
　　　　　　　代表：丸山　（携帯電話　０８０－３７６２－５８７１）
★初めての方は、代表までご連絡ください

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊ とことこちゃん広場 ：1歳半～就学前の親子

＊ よちよちちゃん広場 ：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ ぴよぴよちゃん広場 ：妊婦～6ヶ月位の親子

＊ お で か け 広 場 ：妊婦～就学前の親子

※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします
★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 

★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　

　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 

※お問い合わせは、子育て支援センター（℡82-2232）まで

子育て支援センターからのお知らせ
★子育て支援センターは、玉川保育園にあります。　【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　８２－２２３２】

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

8・9月の事業　（場所の記載がない事業は子育て支援センターで行います）
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   井手町では、人権啓発活動の一環として、第９回井手町人権啓発コンクールを開催し、「人権ポスター」及び
「人権標語」を募集します。同和問題をはじめ、女性（ドメスティック･バイオレンス）、子ども（児童虐待）、
高齢者、障がいのある人など、さまざまな人権課題への思いや、昨年３月に発生した東日本大震災で改めて感
じた“命の大切さ”などを、ポスターと標語で表現してください。
　応募作品は、今後の人権啓発活動で活用します。みなさん、ふるって応募してください。

　◇応募資格　　　井手町在住または在勤の方
　◇テ ー マ　　　人権（命）の大切さを表す内容のもの
　◇応募方法　　　[ポスター]
　　　　　　　　　　一人一点とします。四つ切り画用紙（縦･横自由）で着色画材は自由です。裏面に、名
　　　　　　　　　　前（ふりがな）、年齢（小中学生の場合は学校名と学年）、住所（町外在住で町内在勤の
　　　　　　　　　　方は勤務先も）、電話番号を記入してください。
　　　　　　　　　[標　　語]
　　　　　　　　　　一人一点とします。名前（ふりがな）、年齢（小中学生の場合は学校名と学年）、住所　
　　　　　　　　　　（町外在住で町内在勤の方は勤務先も）、電話番号を記入してください。
　◇提 出 先　　　いづみ人権交流センターに直接または郵送で提出してください。
　　　　　　　　　（〒610-0302　井手町井手段ノ下37-1）
　　　　　　　　　※ 標語はＦＡＸ（82-4112）でも受け付けます。
　◇締め切り　　　９月１４日（金）
　◇そ の 他 　・応募作品の著作権及び使用権は主催者に帰属するものとします。
　　　　　　　　　・応募作品は返却しません。
　　　　　　　　　・応募作品についての個人表彰は行いません。
　　　　　　　　　・作品を応募していただいた方には、参加賞を贈ります。（１２月頃）

　※お問い合わせは、いづみ人権交流センター（TEL 82-3380）まで

ポスター･標語を募集します
第９回井手町人権啓発コンクール

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

まちづくり協議会団体紹介

　本会は、万灯呂山の歴史を探求し、自然と歴史を守り井手町の文化
振興と地域社会の発展に寄与することを目的に平成１２年３月に発足し
ました。主な活動としては、万灯呂山の送り火点灯、同山展望台周辺
の清掃や進入道路の草刈りを行っています。
　大文字は、同山展望台から北西の方角にある共同墓地からよく見え
るように設置されていますので、当日はご家族そろって楽しんでくだ
さい！また、８月末まで夜間は山林火災防止のため展望台は閉鎖され
ますが１６日（木）は、開放されています。本年２月に町事業で樹木の
伐採が行われ景観が広がっていますので、ぜひ展望台で大文字と夜景
の共演をお楽しみ下さい！

●ＯＰＥＮ　
　午前９時～午後５時
　（冬季は午後４時）

※お問い合わせは、
　まちづくり協議会事務局
　（℡82-6162）まで

昨年の大文字店灯

万灯呂山の歴史を守る会（川野博司会長）
　今年も8月16日（木）午後8時から9時に

　万灯呂山大文字の送り火の点灯を行います！！

●休館日 　 
　火曜日・金曜日の祝日
　夏季、年末年始　

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
　
み
ん
な
で
乗
っ
て
複
線
化
　
　（
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化
促
進
協
議
会
）

!!
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日
時
／
９
月
７
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）

２０

対
象
／
Ｈ
　
・
　
・
　
か
ら
Ｈ
　
・
４
・

２１

１２

２４

２２

　
生
ま
れ

３０受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
１
歳
半
児
健
診
》

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）

１０

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
２
・

２３

２３

　
生
ま
れ

２８受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２０

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
９
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
、

玉
泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設

し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
親
子
の
相
談
・
教
室
】

　
　
　
午
後
１
時
半
～
２
時
　
分
４０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２３

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
８
月
　
日
（
水
）【
中
止
時
の
予
備

２２

日
 　
日
（
金
）】 
午
後
８
時
～
９
時
半

２４
９
月
７
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）・
９
月
８
日
（
土
）

１１

          午
後
１
時
半
～

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
９
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

わ
く
わ
く
広
場
】

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
か
ら

の
お
知
ら
せ
                           

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す

　
大
切
な
人
を
、
家
族
を
、
命
を
守
る
た

め
、
救
命
講
習
を
受
講
し
て
知
識
と
技
術

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
　

日
時
／
９
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
 ／
９
月
１
日
（
土
）
午
後
５
時

ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
　（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

【
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

日
時
／
９
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

日
時
／
９
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
玉
川
砂
防
公
園

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）・
９
月
１
日
（
土
）

２５

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１１

１８

　
　
　
９
月
８
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２４

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２４

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）

２０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
健
美
操
教
室
》

日
時
／
９
月
３
日
（
月
）・
７
日
（
金
）・

　
　
    　
日
（
月
）

１０

　
　
　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

１５

４５

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）

２８

　
　
　
８
月
は
、
町
府
民
税
・
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
３
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

ス
ポ
ー
ツ

各

種

相

談

子

育

て

健

康

講
座
・
教
室
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禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月
５
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

《
発
達
相
談
》

日
時
／
８
月
　
日
（
水
）

２９

受
付
／
完
全
予
約
制
。
ご
希
望
の
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）

２８

          午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１４

２８

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で　

　
８
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

不活化ポリオワクチンのお知らせ

　平成24年9月から不活化ポリオワクチンが導入されます。
◎接種方法が変わります
　生ポリオワクチンは経口接種（口から飲む）でしたが、不活化ポリオワクチンは皮下接種（皮下に注射）となります。
◎接種回数が変わります
　生ポリオワクチンは2回接種でしたが、不活化ポリオワクチンは初回接種として20日以上の間隔をおいて3
回、また追加接種として初回接種後6ヶ月以上の間隔をおいて1回、合計4回の接種が必要です。（平成24年9月の
導入時点では4回目の追加接種は定期接種対象外です。）
　生ポリオワクチンを1回接種した方は、不活化ポリオワクチンを3回接種することになります。
◎接種場所が変わります
　生ポリオワクチンによる定期接種は保健センターでの集団接種でしたが、不活化ポリオワクチンによる定期
接種は医療機関での個別接種となります。

☆不活化ポリオワクチンの導入に伴い、生ポリオワクチンの使用は中止されるため、
平成24年10月16日・11月13日に予定していた集団接種は中止となります。鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
☆不活化ポリオワクチンの導入に伴い、対象者へは8月下旬に個別案内を予定しています。

ポリオワクチンに関する情報は厚生労働省ホームページでもご案内しています。
（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/polio/qa.html）

＊お問い合わせは、保健センター（℡82‐3385）まで

　地震に強いまちづくりを推進するために次のすべてに

該当する場合は、木造住宅の耐震改修に要する費用の一

部を補助します。

①昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅であること。

②床面積の2分の１以上を住宅の用途として使用してい

　ること。

③建築士または、本町木造住宅耐震診断士による耐震診

　断の結果にて、1.0未満の評点を1.0以上に向上させる

　こと。

④補助を受けようとする者に町税等の滞納がないこと。

＜補助金額＞耐震改修に要する費用の４分の３

　　　　　　（上限は90万円）

＜募集戸数＞１戸（先着順）

＜申込期限＞平成24年12月28日（金）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

木造住宅耐震改修の補助のご案木造住宅耐震改修の補助のご案内内

　木造住宅の耐震診断を希望される方で次のすべ
てに該当する場合は、耐震診断士を派遣します。
（有料）

①昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅で　

　あること。

②床面積の2分の1以上を住宅の用途として使用し

　ていること。

③簡易耐震診断の結果が9点以下の評点であること。

＜募集戸数＞９戸（先着順）

＜必要な費用＞3,000円

　　　　　　　（一戸あたりの自己負担額）

＜申込期間＞平成25年1月31日（木）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派派遣遣事業のご案事業のご案内内

京田辺市休日応急診療所

日曜日、祝日、振替休日はこちらの
診療所が開設しています

診療科目／内科・小児科
受付時間／午前8時半～午後2時半
電話／63‐2662(応急診療所開設時)
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

「
千
鳥
舞
う
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
 葉
室
 麟

「
海
賊
と
よ
ば
れ
た
男
　
上
・
下
」 
百
田
 尚
樹

「
短
篇
五
芒
星
」　
　
　
　
　
　
 舞
城
 王
太
郎

「
泡
を
た
た
き
割
る
人
魚
は
」　
 片
瀬
 チ
ヲ
ル

「
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
日
本
の
絶
景
」

「
塩
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
は
じ
め
よ
う
」

                                           佐
藤
 わ
か
子

「
学
校
で
気
に
な
る
子
ど
も
の
サ
イ
ン
」

                          五
十
嵐
 哲
也
・
杉
本
 希
映

児
童
書

「
ば
け
ば
け
ば
け
ば
け
ば
け
た
く
ん
」

                                              岩
田
 明
子

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
８
月
・
９
月
の
休
館
日

８
月
６
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１３

２０

２７

３０

９
月
３
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１８

２４

２７

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
８
月

一
般
書

「
も
り
の
お
る
す
ば
ん
」　
 丸
山
 陽
子

「
ア
ー
ヤ
と
魔
女
」　
 

    ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

「
空
へ
の
ぼ
る
」　
　
　
　
 八
束
 澄
子

「
５
０
０
円
玉
の
旅
」　
　
泉
 美
智
子

８
月
・
９
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

８
月
　
日
（
土
）
９
月
８
日
（
土
）

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
夏
休
み
工
作
教
室
》…
タ
イ
ヤ
を
つ
け

て
出
発
進
行
！

８
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
か
ら

２４

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集
会
室

《
水
害
の
記
憶
展
》

８
月
　
日
（
日
）
～
　
日
（
日
）

１２

１９

図
書
館
及
び
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

展
示
ホ
ー
ル

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

９
月
　
日
（
土
）
～
　
日
（
日
）

２２

３０

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

花宴
あさの あつこ
代々、藩の勘定奉行を務める
西野家の一人娘、紀江は、祝
言の後も、かつての想い人を
忘れることができなかった。
ある朝、夫から思いも寄らな
い事実を告げられ…。夫婦の
悲哀を描く時代小説。『小説ト
リッパー』連載を単行本化。

ダンスの教科書
須田 浩史
どのダンスにも共通するリズ
ムやステップの基本と、ダン
スの中でも、とくに人気があ
るヒップホップとロックダン
スの動きを、写真や付属ＤＶ
Ｄの映像で解説する。表現運
動（表現・フォークダンス）
も紹介。

なまけもののエメーリャ
ささめや ゆき
エメーリャは、いつもペチ
カの上に寝てばかりのなま
け者。ある日、川でつかま
えたカマスが「わたしを川に
もどしてくれたら、なんで
もいうことをききますよ」と
言ったので…。ロシアの楽
しい昔話。

ことばのゆらい図鑑②　動物
にゆらいする言葉
ヒサ クニヒコ
日本人が長い間使ってきたこ
とばには、そのことばが生み
出された背景がある。犬、猫、
馬・牛、羊・豚など、動物に
ゆらいすることばを、絵とい
っしょにわかりやすく解説す
る。

Ｑ
．　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な
い
と
い

20

け
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
．
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な

く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に

も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
の
で
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
半
分
の
額
が
国
の
税
金

か
ら
負
担
さ
れ
る
な
ど
と
て
も
有
利
で
安
心
な
制
度
で

す
。
　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま

20

60

で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料

を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、　
歳
に
な
っ
て
第

20

１
号
被
保
険
者
と
な
る
方
（
学
生
、
自
営
業
者
等
。
フ

リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
は
、
役
場
で

直
接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号
被
保
険
者
の
方

や
、
そ
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の

第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入

手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
額
は
、
月

額
１
万
４
、
９
８
０
円
（
平
成
　
年
度
）
で
す
。

２４

　
学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
を

す
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
国
民
年
金
保
険
料
が
未

納
と
な
っ
て
い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
額
が
低
く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。



H24-8広報いで１１１１

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨８月２２日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩８月２３日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪８月２４日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫８月２７日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬８月２８日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭８月２９日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮８月30日

ごみ収集日程表（８月11日～９月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで
し尿収集日程

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
８月２１日

９月４日
９月６日８月３０日８月１６日８月２３日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
８月１４日
８月２８日

９月７日８月３０日８月１７日８月２４日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
８月１５日
８月２９日

９月６日８月２３日８月１６日８月３０日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
８月２２日
９月５日

９月６日８月２３日８月１６日８月３０日火・金曜日多 賀 全 区

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫
　・ 洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パック・雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

※し尿に関するお問い合わせは、　
   城南衛生管理組合
   （TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

資　格試験期日受付期間募集種目

高卒等（見込含）２１歳未満の者
１次：９月２２日
２次：１０月１３日～１８日
３次：１１月１０日～１２月１３日

８月１日
～

９月７日
航　 空　 学　 生

１８歳以上２７歳未満の者
１次：９月１７日
２次：１０月４日～１１日

８月１日
～

９月７日
一 般 曹 候 補 生

１８歳以上２７歳未満の者

受付時にお知らせします。※２年間を通じて行っております。 ※１ 男子

自衛官候補生
９月２３日～２６日

８月１日
～

９月７日
女子

＊お問い合わせは、自衛隊京都地方協力本部（℡075‐211‐3471）または、宇治地域事務所（ ℡ 44‐7139）まで

　平成２４年度自衛官募集案内　募集種目及び試験期日等

（注）　※１：平成２５年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者の受付については、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働
　　　　　両省から示された期日以降実施します。
　　　※２：平成２５年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成２４年９月１６日     （注）　※
１：　　　　以降に行います。

※１

※１

※１



親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土8/11

日12
月13

障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）火14
水15
木16
金17

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土18
日19

心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀
泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
２歳半歯科健診（午後１時～１時半、保健センター）

月20

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火21
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）水22
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）木23
天文台公開予備日（８月２２日分）
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
夏休み子ども工作教室（午後１時半～、山吹ふれあいセンター集会室）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金24

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土25
美化運動２０１２（午前８時～、町内）日26
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月27
こころの相談室（午前10時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
いづみふれあい学級【第２回】講演会（午後１時半～２時４０分、いづみ人
権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）
トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火28

発達相談（完全予約制、ご希望の方は保健センターにお問い合わせくだ
さい、保健センター）水29

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木30
金31

無火災デー防火パレード
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土9/1

町民バドミントン大会（午前９時～、府立山城勤労者福祉会館）
文化協会加盟団体舞台発表・カラオケ大会（午後１２時半～、自然休養村
管理センターホール）

日2

心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉
泉苑）
健美操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

月3

トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）火4
育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）水5
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木6
わくわく広場（午前１０時～正午、玉泉苑）
健美操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金7

IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土8

町民グラウンドゴルフ大会（午前９時～、玉川砂防公園）
井手町消防団町長査閲（午前１０時～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日9
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）
健美操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）月10

出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 8月11日～ 9月10日）

〈
婚
姻
〉

（6月19日から7月20日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

萌 実 萌  々  香 
も も か

西 田  井手

志 保 大  晴 
たい せい

篠 田  多賀

届出人赤ちゃん住所

萌 実 萌  々  香 
も も か

西 田 井手

志 保 大  晴 
たい せい

篠 田 多賀

正 人 怜  大 
りょう た

森 島井手

佳 男 真  浩 
ま ひろ

戸 塚多賀

誠 茉  優 
ま ゆ

村 田多賀

正 義 帝  駕 
たい が

田 中井手

妻夫住所

理 恵増 田敏 彦 野井手

久美子岡 山友 明西 田井手

（6月19日から7月20日までの届出分・敬称略）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp


